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　「
船
員
の
日
」
感
謝
の
会
は
、
国

土
交
通
省
海
事
局
船
員
政
策
課

の
後
藤
章
文
課
長
の
司
会
で
進
行

し
、
６
人
の
船
員
代
表
者
が
招
待

さ
れ
た
。
▽
外
航
船
部
門
＝
中
西

智
章
船
長
、
渡
邉
大
機
関
長
▽
内

航
貨
物
船
部
門
＝
西
村
良
太
船
長

▽
内
航
旅
客
船
部
門
＝
元
田
啓
一

船
長
▽
練
習
船
部
門
＝
寺
島
慎
船

長
、
松
島
渚
沙
機
関
士
。

　
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
か
ら

は
、
わ
が
国
の
人
流
・
物
流
を
支

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が

国
に
お
い
て
、
食
糧
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
物
資
は
国
際
海
運

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
輸
送
を
担
う
船
員
は
大

変
重
要
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
海
上

輸
送
は
、
人
流
・
物
流
の
両
面

に
わ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
船
員
の
皆
さ
ま

に
そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
わ
が
国
の
経
済
活

動
、
国
民
生
活
に
必
要
な
海
上

輸
送
に
携
わ
る
全
て
の
船
員
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
特
に
中
東
情
勢
に
つ
い
て
事

案
の
発
生
か
ら
４
カ
月
近
く
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、
多
く

の
国
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
た
船
に
よ
る
輸
送

が
ひ
と
た
び
滞
れ
ば
、
社
会
機

能
を
停
滞
さ
せ
か
ね
な
い
、
極

め
て
重
要
で
貴
重
な
基
盤
で
あ

る
こ
と
を
、
今
ま
さ
に
再
認
識

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ペ
ル
シ
ャ

湾
内
に
留
め
置
か
れ
て
、
今
こ

の
時
に
も
高
い
緊
張
感
の
も
と

で
任
に
当
た
っ
て
い
る
船
員
の

皆
さ
ま
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
任

に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
た
船
員
の

皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
国
土
交
通
省

と
し
て
も
、
海
上
輸
送
の
安
全

確
保
、
職
場
環
境
の
改
善
な
ど

の
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
船
員
の
皆
さ

ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
改
め
て
、
本
日
６
月

25
日
は
「
船
員
の
日
」
で
あ
り

ま
す
。
船
員
の
皆
さ
ま
、
国
民

生
活
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

え
て
い
る
全
て
の
船
員
に
、
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
船
員
を
代
表
し
、
外
航

船
の
中
西
智
章
船
長
が
「
本
日
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
面
会
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
中
東
情
勢
が
非
常

に
緊
迫
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
政

府
、
国
土
交
通
省
の
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
現
場
で
勤
務
出
来

て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
最
前
線
で
海
の
安
全

を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
海
上

保
安
庁
の
皆
さ
ま
に
も
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
金
子
大
臣
、
省
庁
の

皆
さ
ま
に
は
、
船
員
政
策
、
船
員

教
育
、
労
働
環
境
の
改
善
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
も
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

た
ち
船
員
一
同
、
引
き
続
き
海
上

物
流
を
安
全
運
航
で
支
え
尽
力
し

　
６
月
25
日
15
時
10
分
か
ら
、
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
の
国
土
交
通
省
大
臣
応
接
室
で「
船
員
の
日
」感
謝
の
会
が
開
催
さ

れ
た
。
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
が
６
人
の
船
員
代
表
者
を
招
待
し
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
花
束
を
贈
呈
し
た
後
、
ミ

ス
日
本「
海
の
日
」の
野
口
絵
子
さ
ん
と
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
国
土
交
通
省
に
よ
る
こ
の
催
し
は
初
め
て
の
開
催
で
、

本
組
合
か
ら
は
松
浦
満
晴
組
合
長
と
立
川
博
行
中
央
執
行
委
員
が
出
席
し
た
。
６
月
25
日
の「
船
員
の
日
」は
、
２
０
１
０

年
に
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
る
国
際
海
事
機
関（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）が
、
世
界
中
で
海
上
輸
送
を
支
え
て
い
る
船
員
に
対
し
深
い
感

謝
と
敬
意
を
示
す
日
と
し
て
定
め
た
も
の
。「
船
員
の
日
」を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
か
ら
、
船
員

の
皆
さ
ま
の
日
々
の
献
身
と
努
力
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
お
伝
え
す
る
趣
旨
で
開
催
さ
れ
た
。

６
月
６
月
2525
日
は
国
連・国
際
海
事
機
関（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）が
定
め
た「
船
員
の
日
」

日
は
国
連・国
際
海
事
機
関（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）が
定
め
た「
船
員
の
日
」

金子恭之国土交通大臣から感謝の言葉金子恭之国土交通大臣から感謝の言葉
「「「船員の日船員の日船員の日」」」感謝の会感謝の会感謝の会

金子恭之国土交通大臣とミス日本「海の日」・野口絵子さんと一緒に記念撮影金子恭之国土交通大臣とミス日本「海の日」・野口絵子さんと一緒に記念撮影金子恭之国土交通大臣とミス日本「海の日」・野口絵子さんと一緒に記念撮影

金子恭之国土交通大臣から感謝の花束が贈られた金子恭之国土交通大臣から感謝の花束が贈られた金子恭之国土交通大臣から感謝の花束が贈られた

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
金
子
国
土
交
通
大
臣

か
ら
、
船
員
代
表
の
６
人
に
感
謝

の
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
出
席

者
全
員
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

閉
会
し
た
。

金
子
恭
之
国
土
交
通

大
臣
の
感
謝
の
言
葉
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今
年
２
月
28
日
に
始
ま
っ
た
米

国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
と
の

軍
事
衝
突
に
よ
り
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
が
事
実
上
封
鎖
さ
れ
て
か
ら
、

既
に
４
カ
月
以
上
が
経
過
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
米
国
と
イ
ラ

ン
は
、
６
月
中
旬
に
戦
闘
終
結
に

向
け
た
「
覚
書
」
に
合
意
・
署
名

し
た
。
覚
書
が
締
結
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ

Ｏ
）
は
、「
各
国
政
府
お
よ
び
産

業
界
と
の
協
力
の
も
と
、
大
規
模

な
作
戦
を
実
施
す
る
」
と
の
声
明

を
発
表
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
い

ま
だ
滞
留
す
る
１
万
１
０
０
０
人

以
上
の
船
員
の
避
難
計
画
を
発
表

し
た
。
ま
た
オ
マ
ー
ン
国
は
、
15

項
目
か
ら
な
る
航
行
警
報
を
発
出

し
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
と
協
力
し
て
暫
定
的

な
海
上
回
廊
を
設
定
す
る
考
え
を

表
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ペ
ル

シ
ャ
湾
内
へ
の
滞
留
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
船
舶
の
退
避
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
６
月
25
日
に
イ
ラ
ン

革
命
防
衛
隊
は
「
事
前
調
整
の
な

い
回
廊
設
置
は
認
め
ら
れ
な
い
。

イ
ラ
ン
が
指
定
し
た
航
路
以
外
を

通
過
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
禁

じ
ら
れ
て
い
る
」
と
の
声
明
を
発

表
し
、
声
明
発
表
同
日
に
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
通
過
し
た
船
舶
が
攻
撃

を
受
け
る
事
案
が
発
生
、
こ
の
船

舶
へ
の
攻
撃
事
案
を
受
け
、
Ｉ
Ｍ

Ｏ
は
、
避
難
計
画
を
一
時
的
に
停

止
す
る
旨
を
発
表
し
、
未
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ
た

当
初
、
日
本
人
24
人
を
含
む
日
本

関
係
船
舶
59
隻
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
内

に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
事
態
と
な
っ

た
た
め
、
本
組
合
は
直
ち
に
日
本

船
主
協
会
外
航
労
務
部
会
に
対
し

協
議
会
（
安
全
）
の
開
催
申
し
入

れ
を
行
い
、
当
該
海
域
へ
の
関
係

船
舶
の
就
航
見
合
わ
せ
、
ま
た
、

員
だ
け
で
も
安
全
に
退
避
で
き
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
現
状

が
長
期
化
し
て
い
る
中
で
船
員
の

安
全
な
下
船
措
置
の
検
討
を
改
め

て
要
請
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
乗

下
船
の
た
め
の
安
全
な
経
路
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、「
乗
下
船

に
関
わ
る
船
員
が
自
分
の
意
思
で

賛
同
し
、
同
意
す
る
こ
と
」、「
現

地
の
状
況
が
変
わ
れ
ば
た
だ
ち
に

退
避
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
必
要

な
協
議
を
行
う
こ
と
」
を
前
提
に

次
の
内
容
を
確
認
し
た
。

①
会
社
は
、
交
代
予
定
の
港
、
お

よ
び
本
船
の
安
全
確
認
に
万
全
を

期
す
。

②
会
社
は
、
交
代
で
乗
船
す
る
乗

組
員
と
下
船
す
る
乗
組
員
の
本
人

同
意
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

③
会
社
は
、
乗
下
船
に
係
る
本
船

と
自
宅
間
の
移
動
に
は
安
全
な
経

路
を
確
保
す
る
。
安
全
な
経
路
に

は
、
乗
下
船
前
後
の
滞
在
場
所
も

ズ
海
峡
を
通
峡
す
る
場
合
は
関
係

機
関
と
の
調
整
を
図
り
、
安
全
に

航
行
で
き
る
旨
の
確
認
を
行
っ
た

上
で
日
本
国
政
府
へ
通
知
し
、
責

任
を
持
っ
て
乗
組
員
の
安
全
確
保

の
為
に
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る

も
の
と
す
る
。

▽
会
社
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
通

峡
前
に
乗
組
員
の
意
思
確
認
を
行

い
、
同
意
す
る
者
の
み
航
行
に
従

事
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

会
社
は
通
峡
に
同
意
し
な
い
乗
組

員
に
対
し
て
、
自
国
ま
で
の
安
全

な
帰
国
経
路
を
確
保
の
う
え
、
可

及
的
速
や
か
に
下
船
手
続
き
を
進

め
る
こ
と
と
す
る
。

▽
会
社
は
、
前
項
の
実
施
に
つ
い

て
船
主
団
体
経
由
で
事
前
に
組
合

へ
通
知
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
確
認
と
併
せ
て
組
合

よ
り
、
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
情
報

を
含
め
日
本
船
主
協
会
か
ら
情
報

発
信
す
る
際
は
加
盟
各
社
ま
で
に

留
ま
ら
ず
、
加
盟
各
社
か
ら
本
船

ま
で
確
実
に
情
報
が
届
け
ら
れ
る

よ
う
徹
底
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
す
る

船
舶
の
乗
組
員
を
乗
下
船

さ
せ
る
際
の
前
提
条
件
を
確
認

　
４
月
14
日
、
日
本
船
主
協
会
よ

り
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
す
る

船
舶
に
お
い
て
、
乗
船
し
て
い
る

乗
組
員
が
長
期
乗
船
状
態
に
至
っ

て
い
る
等
の
理
由
か
ら
、
乗
組
員

の
交
代
に
つ
い
て
協
議
申
し
入
れ

が
あ
り
、
協
議
会
（
安
全
）
を
開

催
し
た
。

　
組
合
よ
り
事
案
発
生
以
降
、
既

に
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
状
況

下
、
乗
組
員
の
精
神
的
負
担
は
相

当
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

一
刻
も
早
く
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
脱

出
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、

船
舶
に
よ
る
安
全
な
湾
外
へ
の
脱

出
が
望
ま
し
い
が
、
現
状
そ
れ
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
船

含
む
も
の
と
す
る
。

④
会
社
は
、
乗
組
員
が
交
代
す
る

場
合
は
、
船
主
団
体
経
由
で
事
前

に
組
合
へ
通
知
す
る
。

⑤
イ
ラ
ン
情
勢
が
変
化
し
た
場
合

は
、
当
協
議
会
を
開
催
し
、
必
要

か
つ
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
協

議
す
る
。

下
船
可
能
な
港
、食
料
、水
、

燃
料
な
ど
の
補
給
状
況

な
ど
に
関
す
る
確
認

　
４
月
24
日
に
協
議
会
（
安
全
）

を
開
催
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
へ
の

滞
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
船

舶
や
乗
船
し
て
い
る
乗
組
員
の
状

況
に
関
す
る
情
報
共
有
を
含
め
協

議
を
行
っ
た
。

▽
本
日
時
点
で
は
、
ド
バ
イ
、
ア

ル
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
、
ド
ー
ハ
、
ジ

ュ
ベ
ル
・
ア
リ
、
ラ
ス
タ
ヌ
ラ
の

５
つ
の
港
で
乗
下
船
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

▽
５
つ
の
港
で
は
、
食
料
や
水
等

の
補
給
も
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
。

▽
湾
内
に
滞
留
し
て
い
る
56
隻
そ

れ
ぞ
れ
の
食
料
、
水
、
燃
料
等
の

補
給
状
況
や
、
乗
組
員
の
乗
下
船

の
状
況
は
一
覧
に
取
り
ま
と
め
、

毎
週
運
航
会
社
経
由
で
本
船
ま
で

情
報
発
信
し
て
い
る
。

▽
個
々
の
乗
組
員
の
常
備
薬
等
に

つ
い
て
は
現
地
で
の
補
給
や
輸
出

入
が
困
難
で
あ
り
、
個
別
に
要
請

が
あ
っ
た
際
に
出
来
得
る
対
応
を

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
組
合
か
ら
は
、

「
一
部
本
人
希
望
に
よ
る
下
船
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
声
を
上
げ
ず
と
も
潜
在
的

に
下
船
を
望
ん
で
い
る
乗
組
員
が

い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

乗
組
員
の
心
情
を
含
め
、
各
船
の

状
況
を
正
し
く
把
握
し
つ
つ
、
下

船
を
希
望
し
た
際
に
は
安
全
経
路

を
常
時
確
保
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
改
め
て
要
請
し
た
。

日
本
人
配
乗
船
舶
の

退
避
状
況
を
確
認

共
栄
タ
ン
カ
ー
株
式
会
社

「
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｎ
」に
乗
り
組
む
日
本

人
３
人
が
退
避
し
た
こ
と
で
日
本

人
は
24
人
全
員
が
無
事
に
退
避

　
６
月
22
日
、
日
本
船
主
協
会
外

航
労
務
部
会
と
の
協
議
会
（
安

全
）
を
開
催
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内

に
滞
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

日
本
関
係
船
舶
が
51
隻
（
う
ち
日

本
籍
船
５
隻
）
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
日
本
人
配
乗
船
舶
が
ペ

ル
シ
ャ
湾
か
ら
退
避
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
日
本

人
配
乗
船
舶
は
無
く
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
労
使
間
で
の
情
報
共

有
を
行
っ
た
。
日
本
船
主
協
会
よ

り
現
状
の
認
識
と
し
て
、
米
国
と

イ
ラ
ン
と
の
間
で
戦
闘
終
結
に
向

け
た
「
覚
書
」
が
締
結
さ
れ
た

が
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
安
全
に
通

峡
で
き
る
状
況
に
は
現
時
点
で
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
現
地
の
情
勢
は

未
だ
不
安
定
で
あ
る
。
今
も
な
お

ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
船
舶
の
安
全
確
保

を
念
頭
に
現
地
の
状
況
を
正
確
に

把
握
し
、
無
理
に
通
狭
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
慎
重
に
判
断
し
た

い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
労
使
確
認
と
し
て

①
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
へ
の
新
た
な
入

域
は
行
わ
な
い
こ
と
。

②
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
船
舶
の
乗
組
員

の
交
代
乗
船
に
つ
い
て
は
、
事
前

の
本
人
同
意
な
ら
び
に
陸
路
に
よ

る
退
避
経
路
の
確
保
な
ど
、
既
に

確
認
し
た
合
意
事
項
を
遵
守
す
る

こ
と
。

③
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
滞
留
船
舶
に

は
、
日
本
人
船
員
の
配
乗
は
行
わ

な
い
こ
と
。
を
改
め
て
確
認
し
た

上
で
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
情
勢
に
つ
い

て
は
、
日
々
の
情
勢
変
化
を
踏
ま

日本人船員全員がペルシャ湾外へ退避日本人船員全員がペルシャ湾外へ退避（24人→０人）（24人→０人）

ホルムズ海峡封鎖に伴う中東情勢の現況ホルムズ海峡封鎖に伴う中東情勢の現況ホルムズ海峡封鎖に伴う中東情勢の現況

ペ
ル
シ
ャ
湾
内
へ
滞
留
し
て
い
る

船
舶
の
情
報
共
有
体
制
を
確
認
し

た
。
そ
の
後
も
、
情
勢
の
変
化
に

伴
い
、
湾
内
に
お
け
る
安
全
確
保

や
、
本
人
同
意
を
前
提
と
し
た
ペ

ル
シ
ャ
湾
か
ら
退
避
す
る
た
め
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
を
通
峡
す
る
場
合
の

乗
組
員
の
扱
い
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内

で
の
滞
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
船
舶
の
乗
組
員
交
代
を
実
施
す

る
際
の
前
提
条
件
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
て
き
た
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
就
航
船
舶
の

取
り
扱
い

　
３
月
２
日
、
日
本
船
主
協
会
外

航
労
務
部
会
と
の
協
議
会（
安
全
）

に
お
い
て
、ペ
ル
シ
ャ
湾
周
辺
海
域

の
情
勢
が
極
め
て
緊
迫
し
て
お
り
、

当
該
海
域
へ
の
入
域
は
現
実
的
で

は
な
い
た
め
、
当
面
の
間
、
関
係

船
舶
の
就
航
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
、

ま
た
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
い
る
船

舶
の
情
報
を
随
時
共
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
現
在
も
湾
内
へ
の

就
航
は
認
め
て
い
な
い
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
外
に
向
け

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
峡
す
る

場
合
の
前
提
条
件
を
確
認

　
４
月
３
日
に
協
議
会
（
安
全
）

な
ら
び
に
安
全
問
題
協
議
会
を
開

催
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
す

る
船
舶
が
湾
外
に
向
け
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
を
通
峡
す
る
際
に
は
、
十
分

な
安
全
確
認
に
基
づ
く
慎
重
な
判

断
が
不
可
欠
で
あ
り
、
船
舶
と
乗

組
員
の
安
全
が
担
保
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
こ
と
、
ま
た
通
峡

の
判
断
が
下
さ
れ
る
場
合
に
お
い

て
も
乗
組
員
個
々
人
の
本
人
同
意

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ペ
ル

シ
ャ
湾
内
に
滞
留
す
る
船
舶
が
湾

外
に
向
け
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
峡

す
る
際
の
乗
組
員
の
扱
い
に
関
し
、

以
下
の
３
点
を
含
ん
だ
枠
組
み
を

設
け
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

▽
会
社
は
、
関
係
船
舶
が
ホ
ル
ム

ペルシャ湾内の港ペルシャ湾内の港ペルシャ湾内の港

え
た
対
応
と
す
る
た
め
に
引
き
続

き
緊
密
な
連
絡
体
制
を
維
持
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
臨
機
に
協
議
会

（
安
全
）
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

政
府
・政
党
に
対
す
る

取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
に
対
す

る
申
し
入
れ
、
各
政
党
の
関
係
諸

会
議
、
国
に
よ
る
「
中
東
地
域
の

航
行
の
安
全
に
関
す
る
官
民
連
絡

会
議
」
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
、

ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
す
る
日
本

関
係
船
舶
の
現
状
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
乗
組
員
の
陸
路
で
の
安
全

な
国
へ
の
退
避
経
路
の
確
保
、
各

船
へ
の
物
資
供
給
体
制
の
確
立
、

日
本
政
府
か
ら
の
関
係
船
舶
・
運

航
会
社
へ
の
正
確
か
つ
即
時
の
情

報
提
供
な
ど
、
具
体
的
な
対
応
に

つ
い
て
求
め
て
き
た
。
引
き
続
き
、

日
本
関
係
船
舶
に
乗
り
組
む
全
て

の
船
員
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

写真提供 : ENEOSオーシャン株式会社「ENEOS ENDEAVOR」



（3）　　2026年（令和８年）７月５日 第 3122 号（第３種郵便物認可）

　
２
０
２
６
年
７
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
齋
藤　
　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
１　
北
海
道

福
島　
隆
吏

　
二
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
３
１　
関
東
地
区
外
航
Ｂ
グ
ル
ー
プ

加
藤　
真
也

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位　
０
１　
北
海
道

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
６
年
７
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
７
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
７
月
15
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
７
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
８
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
８
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

第
41
期
全
国
委
員
選
挙
候
補
者
の
登
録
抹
消
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
12
条
Ｃ
項
２
号
に

よ
り
、
候
補
者
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
１　
北
海
道

福
島　
隆
吏

以　
上

博多港ベイサイドミュージアムで博多港ベイサイドミュージアムで
特別展示・巡回展を開催特別展示・巡回展を開催

『J-CREWプロジェクト ～やっぱり海が好き～』『J-CREWプロジェクト ～やっぱり海が好き～』『J-CREWプロジェクト ～やっぱり海が好き～』

船員養成教育機関船員養成教育機関
教員との懇談会教員との懇談会

九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部

　
６
月
19
日
、
福
岡
市
博
多
区
の

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
貸
会
議

室
で
、
九
州
関
門
地
方
支
部
管
内

の
船
員
養
成
教
育
機
関
の
教
員

（
７
校
10
人
）
と
海
員
組
合
執
行

部（
17
人
）の
計
27
人
が
出
席
し
、

船
員
養
成
教
育
機
関
の
実
態
に
つ

い
て
共
通
認
識
を
図
る
た
め
の
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し

て
浅
野
忠
行
九
州
関
門
地
方
支
部

長
が
、「
超
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
行
に
伴
う
、
労
働
者
人
口
の
減

少
に
よ
り
就
職
活
動
の
様
相
も
変

わ
り
、
ま
た
時
代
背
景
か
ら
船
社

の
人
材
育
成
の
あ
り
方
も
変
化
し

て
い
る
。
海
運
会
社
を
交
え
て
の

就
職
支
援
検
討
委
員
会
で
は
船
員

養
成
教
育
機
関
が
抱
え
る
諸
課
題

を
解
消
す
る
た
め
、
率
直
な
意
見

交
換
を
行
い
、
理
解
を
深
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

学
校
側
の
主
な
意
見

▽
専
攻
科
の
志
望
者
増
加
に
伴

い
、
定
員
超
過
時
の
選
抜
基
準
を

教
授
会
で
策
定
、
そ
の
内
容
を
生

徒
に
周
知
し
て
い
る

▽
燃
料
費
高
騰
に
伴
う
練
習
船
の

運
航
費
確
保
が
課
題
で
、
定
め
ら

れ
た
乗
船
実
習
課
程
を
維
持
す
べ

く
、
年
度
途
中
で
も
運
航
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
随
時
調
整
し
て
い
る

▽
練
習
船
の
入
渠
先
確
保
に
つ
い

て
、
す
で
に
２
年
先
ま
で
船
台
が

埋
ま
っ
て
お
り
、
運
営
費
交
付
金

が
年
度
単
位
と
な
っ
て
い
る
た
め

次
年
度
の
予
約
が
で
き
ず
、
年
度

明
け
に
入
札
を
始
め
て
も
空
き
が

な
く
苦
慮
し
て
い
る

▽
就
職
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ

な
い
よ
う
、
海
技
者
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
通
じ
た
指
導
と
就
労
環
境
へ

の
理
解
と
把
握
に
努
め
て
い
る

▽
本
校
の
認
知
度
は
上
昇
傾
向
に

あ
る
が
、
実
習
船
の
船
員
不
足
が

顕
著
で
あ
り
派
遣
船
員
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い

▽
上
級
免
状
取
得
を
目
指
す
意
識

の
高
い
生
徒
が
増
え
て
い
る

▽
教
員
と
実
習
船
乗
組
員
の
不
足

が
課
題
で
あ
り
、
特
に
機
関
科
担

当
者
が
不
足
し
て
い
る
。ま
た
、
教

員
の
高
齢
化
と
後
継
者
の
確
保
に

加
え
、
海
技
教
育
に
必
要
な
設
備

の
老
朽
化
も
課
題
で
あ
る

　
こ
の
ほ
か
、
意
見
交
換
で
は
燃

料
油
高
騰
に
係
る
練
習
船
・
実
習

船
の
運
航
状
況
、
教
員
・
乗
組
員

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

現
状
と
課
題
に
対
し
共
通
認
識
を

図
り
、
出
席
者
相
互
の
意
見
交
換

に
よ
り
、
就
職
支
援
検
討
委
員
会

で
は
船
社
側
も
含
め
意
見
交
換
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

懇談会のようす懇談会のようす懇談会のようす

　
船
員
養
成
教
育
機
関
へ
の
進
学

を
推
奨
す
る
広
報
活
動『J-CREW

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
や
っ
ぱ
り
海
が

好
き
〜
』
が
、
外
航
船
員
や
外
航

海
運
に
関
す
る
特
別
展
示
・
巡
回

展
「
キ
ミ
も
船
員
さ
ん
に
な
ろ
う

！
」
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
博

多
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
・
博
多
港
ベ
イ

サ
イ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
会
期
は

２
０
２
６
年
７
月
16
日（
木
）〜
８

月
18
日（
火
）で
す
。
こ
の
展
示
は
、

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
基

幹
産
業
で
あ
る
外
航
海
運
、
ま
た

そ
の
担
い
手
の
外
航
船
員
と
い
う

職
業
の
重
要
性
を
子
供
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
外
航
海
運
の
重
要
性
や
外
航

船
員
の
仕
事
の
内
容
、
外
航
船
員

に
な
る
た
め
の
主
要
な
ル
ー
ト
な

ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
動
画
、
ク

イ
ズ
ア
プ
リ
な
ど
を
用
い
て
学
習

で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

《
外
航
部
》
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６
月
22
日
、小
樽
市
教
育
委
員
会
庁
舎
屋
内
小
運
動
場
で
、北
海
道
地
方
支
部
主
催
の
出
前
授
業

「
学
び
舎
船
と
船
員
さ
ん
教
室
」を
開
校
し
、小
樽
市
立
稲
穂
小
学
校
５
年
生
の
49
人
が
参
加
し
た
。

　
本
授
業
は
海
事
思
想
の
普
及
を
目
的
と
し
、
わ
が
国
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
船
や

船
員
に
興
味
を
抱
き
、
一
人
で
も
多
く
船
員
職
業
を
志
し
て
も
ら
え
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
。　
　

　
国
立
小
樽
海
上
技
術
短
期
大
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
、
国
立

小
樽
海
上
技
術
短
期
大
学
校
の
施
設
で
、
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

通
常
の
出
前
授
業
で
は
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

　
開
校
式
は
遠
藤
飾
北
海
道
地
方

支
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、
海
員
組
合
を
代
表
し
て
平
岡

英
彦
中
央
執
行
委
員
が
「
今
日
の

体
験
学
習
で
し
っ
か
り
学
ん
で
、

将
来
、
船
員
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
迫
俊
哉
小
樽

市
長
が
「
今
日
は
船
員
さ
ん
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
楽
し
く
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
黒
田
崇
司

小
樽
海
上
技
術
短
期
大
学
校
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
本
組
合
の
執
行
部
が
注
意

事
項
の
説
明
を
行
い
、
小
樽
市
教

育
委
員
会
庁
舎
と
同
じ
建
物
に
あ

る
小
樽
海
上
技
術
短
期
大
学
校
へ

移
動
し
た
。
そ
こ
で
児
童
は
６
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
船
員
さ
ん
の

お
話
教
室
」「
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
教
室
」「
漁
業
Ｖ
Ｒ
体
験
」「
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
」「
チ
ャ
ー
ト
ワ

ー
ク
教
室
」「
標
本
教
室
」
の
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

船
員
さ
ん
の
お
話
教
室

　
笹
谷
泰
二
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー

株
式
会
社
職
場
委
員
と
加
藤
典
嗣

昭
和
日
タ
ン
マ
リ
タ
イ
ム
職
場
委

員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、

船
の
種
類
や
船
員
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
、
児
童
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
ク
イ
ズ
形
式
を
取
り
入
れ

て
、
説
明
を
加
え
な
が
ら
幅
広
く

紹
介
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
ど
れ

く
ら
い
の
休
み
が
あ
る
の
か
」「
ど

う
し
た
ら
船
員
に
な
れ
る
の
か
」

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
教
室

　
小
樽
海
上
技
術
短
期
大
学
校
で

所
有
し
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

２
台
を
用
い
て
、
瀬
戸
内
海
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
域
で
の
操
船

を
体
験
し
た
。
児
童
は
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
、
初
め
て
体
験
す
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

漁
業
Ｖ
Ｒ
体
験

　
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
て
、

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
の
映
像
を

見
た
児
童
は
「
カ
ツ
オ
が
た
く
さ

ん
釣
れ
て
ス
ゴ
イ
」
な
ど
、
初
め

て
の
体
験
に
心
を
躍
ら
せ
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室

　
実
際
に
船
員
の
業
務
で
使
用
さ

れ
る
ロ
ー
プ
の
結
び
方
に
加
え
、

日
常
生
活
で
役
立
つ
本
結
び
・
巻

き
結
び
・
も
や
い
結
び
を
学
ん
だ
。

児
童
た
ち
は
初
め
て
触
る
船
の
ロ

ー
プ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
一
生

懸
命
に
真
剣
な
表
情
で
し
っ
か
り

結
べ
る
よ
う
何
度
も
挑
戦
し
て
い

た
。チ

ャ
ー
ト
ワ
ー
ク
教
室

　
航
海
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
海
図
（
チ
ャ
ー
ト
）
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
練
習
用

海
図
と
海
図
用
三
角
定
規
を
使
っ

て
の
作
業
を
体
験
し
た
。
児
童
は

三
角
定
規
の
大
き
さ
に
戸
惑
い
な

が
ら
、
海
図
を
使
っ
て
船
の
位
置

を
求
め
る
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。標

本
教
室

　
磁
気
コ
ン
パ
ス
や
六
分
儀
、
船

や
舵
輪
の
模
型
な
ど
を
使
用
し
、

船
の
構
造
や
機
器
の
使
用
方
法
な

ど
を
学
ん
だ
。
児
童
は
初
め
て
触

れ
る
機
器
に
興
味
を
示
し
た
。

最
後
に
ク
イ
ズ
大
会

　
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て

体
育
館
に
集
合
し
、
授
業
を
振
り

返
る
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
ク
イ
ズ
大

会
が
行
わ
れ
、
正
解
す
る
た
び
に

大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
の

結
果
、
３
グ
ル
ー
プ
が
見
事
全
問

正
解
と
な
っ
た
た
め
、
じ
ゃ
ん
け

ん
で
優
勝
を
決
め
た
。
優
勝
し
た

グ
ル
ー
プ
に
景
品
が
手
渡
さ
れ
、

ク
イ
ズ
大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
児
童
代
表
２
人
か

ら
出
前
授
業
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
児
童
全
員
に
記
念
品
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
「
学
び
舎
船
と

船
員
さ
ん
教
室
」
は
終
了
し
た
。

学び舎 船と船員さん教室学び舎 船と船員さん教室
小学校５年生49人が参加小樽市立稲穂小学校小樽市立稲穂小学校小樽市立稲穂小学校北海道北海道北海道

全員で記念撮影全員で記念撮影全員で記念撮影

小樽港全景小樽港全景小樽港全景

漁業ＶＲ体験漁業ＶＲ体験漁業ＶＲ体験

チャートワーク教室チャートワーク教室チャートワーク教室

標本教室標本教室標本教室

ロープワーク教室ロープワーク教室ロープワーク教室

船員さんのお話教室船員さんのお話教室船員さんのお話教室

操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
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